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さまざまなWGで議論

標準となる技術は、どうやって「標準」と

なったのであろうか。ITU-T（国際電気通

信連合の電気通信標準化部門）やISO（国

際標準化機構）は基本的に投票によって

標準を決めているが、IETF（Internet

Engineering Task Force）は大きく異な

る過程を経て標準を決めている。今回は、

IETFにおいて標準が決まる過程を概観し

てみることにしよう。

IETFのポリシーを端的に表す言葉は、

1992年に初めて神戸で開催されたISOC

（インターネット学会） 主催のインタ

ーネットに関する国際学会「INET '92」に

おいてDavid Clark（MIT）氏が述べた

「 We reject kings, presidents and

voting; we believe in rough consensus

and running code」であろう。ようする

に、大まかな合意と実際に動くコードが重

要であり、標準の過程にもこのことが大き

く影響してくる。

IETFでの議論は、個々の技術について

議論をするワーキンググループ（WG）と呼

ばれるグループで行われる。たとえば、

IPv6についての議論は「IPv6 WG」で行

われている。これらのWGは、それぞれ2

人以上のChair（議長）によって運営されて

いる。IPv6 WGの議長は現在Robert

Hinden氏とMargaret Wasserman氏の

2名である。

また、各WGは「Applications」「Internet」

「Operations & Management」「Routing」

「Security」「Transport」「Sub-IP」「General」

の8つのエリアのいずれかに属し、各エ

リアを担当するエリアディレクターのアド

バイスを受けるようになっている。なお

Sub-IPエリアは現在一時的に設けられて

いるエリアである。IPv6 WGはInternet

エリアに属し、エリアディレクターは、

Thomas Narten氏と Erik Nordmark氏

である。

議論を調整する組織

IETFのウェブサイトを見るとわかるよう

に 、現在100以上のWGで議論さ

れている話題に重複がないようにしたり、

矛盾がないように調整したりしなければな

らない。こうした調整を行うのが、エリア

ディレクターを中心としたIESG（Internet

Engineering Steering Group） で

ある。また、インターネット全体のことを考

慮してIETFなどを運営する委員会として

IAB（Internet Architecture Board）

が設けられている。そして、これらインター

ネット技術関係の組織を統括する組織と

してISOCがある。

なお、ISOC/IABのもとにはドメイン名

などの「名前」とIPアドレスやポート番号

などの「番号」の割り当てに関して調整を

行う ICANN（ Internet Corporation for

Assigned Names and Numbers）

、技術として研究の必要な問題を取り扱

う IRTF（ Internet Research Task

Force、議論はRG：リサーチグループで

行なわれる） があり、これらがIETF

と協調してインターネットの技術に取り組

んでいる（図1）。
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図1：インターネット技術関係の組織
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ドラフト文書からRFCへ

さて、標準となる技術について議論す

るためには、すでにあるWGへ提案を行

うか、適当なWGがない場合には新しい

WGを設置してそこで議論することになる。

すでにあるWGへは議長に提案して議論

を進めることになる。こうした提案は非常

に頻繁に行われており、各WGのメーリン

グリストで活発に議論されている。IETF

で議論される話題は、「Internet Draft」と

呼ばれる文書として流通することになる。

Internet Draftは誰でも書くことができ、

議論のきっかけとすることができる。こう

した議論の中からWGとして取り上げる話

題が決められ、それらは「WG Draft」とし

て扱われるようになる（図2）。これらWG

DraftはWG内での議論に基づいて改定

され、最終的に「RFC」として提案される

ことになるのである。前回述べたとおり、

RFCにはいくつかの種類があり、WGでど

の種類のRFCにするかを決める。

ところで、新しいWGはどうやってできる

のであろうか。これにはいくつかのケース

があるが、IESGやIABへの提案から誕生

するケースや、IESGやIABがインターネッ

トの状況を考慮して取り扱うべき新しい

技術を決めてWGを設置するケースなどが

ある。ただし、いずれの場合もいきなり

WGができるのではなく、年3回行われる

IETFの会合において2度の「BOF」（Birds

of Feather）と呼ばれる議論を経て、議論

する技術の有用性などが合意された場合

にのみWGが設置される。WGの最初の

議論は、WGのCharter（憲章）を決めるこ

（Internet Standard）となる。WGで議論

されて最初に出版されるRFCがPSであ

り、PSを元に実際に複数の場所で実装

を進めて、相互運用性が確認されるとDS

として新たなRFCが出版される。このあ

たりがインターネットが実際に動くコードを

基準にしているということの証であり、だ

からこそ機能する技術が開発されていくの

である。PSからDSになる過程において

は、相互運用性の確認作業において記述

が曖昧だったり、定義しなければならない

ことが欠けていたりする部分を補うなど、

RFCの問題点を洗い出して修正すること

になる。DSとなったRFCは広くインター

ネットで用いられ、相互運用性だけではな

く運用実績を積んだものが認められてIS

となるのである。

実際にIETFでの議論を追うためには、

IETFのメーリングリストやWGのメーリン

グリストに参加するとともに、年3回行わ

れる会合に参加することになるが、英語で

の議論ということもあっていきなり参加し

てもなかなか理解しづらいかもしれない。

まずは、興味のあるWGのウェブページを

参照して、どんなことが議論されているか

を眺めてみるといいだろう。特にWG Draft

を読んでみることは、WGの現在の状況を

知るうえで非常に重要なことである。

http://www.isoc.org/

http://www.ietf.org/html.charters/

wg-dir.html

http://www.iesg.org/iesg.html

http://www.iab.org/

http://www.icann.org/

http://www.irtf.org/

とである。これは、WGで議論する内容や

範囲などを規定するもので、これらの合意

のもとに議論が進められていく。

各Internet Draftは原則として6か月の

有効期限があり、WGでの議論を経て改

訂されていく。いくつかの改訂を経て十分

に議論が尽くされたと考えられたら、最終

的にどうするかを決める。そしてRFCとし

て提案されることに決まったものは「WG

Last Call」という手順を経てIESGに提

案される。IESGでは提案されたものを審

査し、問題なければ「IETF Last Call」と

いう手順を経てRFCとして出版されるこ

とになる。IESGが問題があると判断した

ものは、問題となった箇所とともにWGに

差し戻されて、再度議論が進められること

になる。

運用実績を積んで標準へ

ところで、前回述べたとおりRFCには

「Standard Track」と呼ばれる手順を経

るRFCと、それ以外のRFCがある。

Standard Track以外のRFCは、RFCと

して出版されるとそれで一連の議論は完

了したことになる。当然それらの内容を更

新するための議論が発生する場合もある

が、これは新たな議論として進められるこ

とが多い。

これに対してStandard TrackのRFC

は、最終的にインターネットの基盤を支え

る標準技術となることを目指して議論が進

められていることになる。前回紹介したよ

うに、Standard TrackのRFCでは、PS

（ Proposed Standard）、 DS（ Draft

Standard）という過程を経て最終的にIS

draft-ietf-ipv6-node-requirements-02.txt draft-itojun-jinmei-ipv6-issues-00.txt

WG Draftの場合 

IETFのIPv6 WG
のInternet Draft
であることを示す 

IDの内容 文書の改訂番号 

個人提案Draftの場合 

Internet Draftの
著者名を示す 

IDの内容 文書の改訂番号 
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図2：Internet Draftのファイル名の意味
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